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管理拠点（パソコン） 遠隔：接点監視/制御の対象

Web-I/O(E)

接点入力ネットワーク

接点出力

読込(DI)

書込(DO)

パソコンネットワークを介して遠隔の接点の監視・制御ができます。
パソコンからユニットへのアクセスにはTCP通信を用いますが、関数(DLL)を使用すると
ネットワークの通信を意識することなくソフト開発ができます。Windowsパソコン以外の
パソコンからは直接TCPのパケットを使ったソフト開発をします。

パソコンとは常時接続
５台のパソコンとの
通信が可能

パソコンとは常時接続
５台のパソコンとの
通信が可能
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管理拠点（パソコン） 遠隔：接点監視の対象

ネットワーク

Web-I/O(E) 接点入力
読込(DI)

読込(DI)

読込(DI)

ユニットへはパソコン５台から常時アクセスできます。即ちユニットの入力接点情報は
５台のパソコンから共有できます。

この接点情報は５台のパソコンで
共有される。

この接点情報は５台のパソコンで
共有される。
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管理拠点（パソコン） 遠隔：接点制御の対象

ネットワーク

Web-I/O(E)
接点出力

書込(DO)

書込(DO)

書込(DO)

複数台のパソコンから遠隔の接点が共通に制御できます。５台のどのパソコンからも遠隔の
同じ接点が制御できます。５台のパソコンからの接点オンの書込(DO）は
最後のパソコン操作が有効です

出力接点は５台のパソコンからの指令
でON/OFF可能。接点状態は最後の
パソコンによる指令を保持

出力接点は５台のパソコンからの指令
でON/OFF可能。接点状態は最後の
パソコンによる指令を保持
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管理拠点（パソコン） 遠隔：接点監視・制御の対象

ネットワーク

Web-I/O(E)
接点入力

接点出力

Web-I/O(E)
接点入力

接点出力

Web-I/O(E)
接点入力

接点出力

これまでの説明をまとめて、最大５台のパソコンから複数の遠隔の接点の監視と制御が可能です。
遠隔のユニットはネットワーク上の機器なので特に数の制限はありません。

読込(DI)
書込(DO)
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１．すべてのユニット、接点情報の把握
２．システム開発時、試運転時、トラブル発生時の援助
３．ユニットのバージョン把握、変更

１．すべてのユニット、接点情報の把握
２．システム開発時、試運転時、トラブル発生時の援助
３．ユニットのバージョン把握、変更

Web-I/O(E)

関連ソフト
１．ブラウザ
２．WEB-I/Oモニタ
３．インストーラ

ネットワーク
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必要時に接続

Web-I/O(E)

ネットワーク

開発中のシステム

遠隔の監視/制御システムや一般的な制御システムの開発時、システムの検証に、接点入力をする
ためのスイッチや出力を確認するためのランプをつなぎ込んだりする作業を必要としました。
Web-I/Oではパソコンから擬似的に入力をいれたり、出力接点のオン・オフ状態を確認すること
ができ作業の大幅な効率化が図れます。

「Web-I/Oモニター」で擬似接点入力
と出力接点モニタが可能
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メンテナンス出来ないような場所に設置しても問題有りません。通信監視機能でユニットの
電源瞬断、電源一時切断、通信路の一時的なトラブルに対応し、必ず元の状態に自動復帰します。
ウォッチドッグタイマー機能を持ち、ノイズ・温度・振動等の想定外の環境変化でソフトが固まっ
たり、接点出力をオンし動かなくなるような事態にも対応します。この時はハードウェアリセット
がかかりシステムは必ず復旧します

・マスター/スレーブ相互の通信監視
・ハードウェアウォッチドッグタイマー等で

必ず自動復帰

・マスター/スレーブ相互の通信監視
・ハードウェアウォッチドッグタイマー等で

必ず自動復帰

ユニットの電源瞬断、一時切断

通信経路の一時的異常

想定外の環境変化でのシステムの固まり

各種トラブル
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システムの構築設定はWeb画面で行います。システム稼働後の変更も容易です。
即ちシステムの規模変更も容易にできます。

Web-I/O(E)

必要項目設定後　　　をクリック

次の画面で　　　　をクリック

必要項目設定後　　　をクリック

次の画面で　　　　をクリック

イベント通知、通信監視設定
１．IPアドレス
２．サブネットマスク
３．ゲートウェイ
４．イベント通知、通信監視
　■ポート番号
　■定期通信周期インデックス
　■通信監視時間インデックス
　■通信異常時処理＆出力モード
　■リトライ回数
　■ビット数

太字は設定必須項目
（１～３項）

イベント通知、通信監視設定
１．IPアドレス
２．サブネットマスク
３．ゲートウェイ
４．イベント通知、通信監視
　■ポート番号
　■定期通信周期インデックス
　■通信監視時間インデックス
　■通信異常時処理＆出力モード
　■リトライ回数
　■ビット数

太字は設定必須項目
（１～３項）
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入力接点
出力接点

入力モニタ 出力制御

出力モニタ

疑似接点入
力

パソコンから「Web-I/Oモニタ」で動作中のユニットのすべての接点情報がモニター出来ます。
また強制的に接点出力をオンしたり、擬似的に接点入力をオンすることも出来ます。
この機能を使いシステムの開発、システムの現調を効率よく行うことが出来ます。

Web-I/Oモニタ機能
１．IPアドレスでユニットをアクセス
２．ユニット名称の確認
３．ユニットの入力接点状態の確認
４．ユニットの出力接点状態の確認
５．ユニットの入力接点を擬似的に操作
６．ユニットの出力接点を強制的に操作

Web-I/Oモニタ機能
１．IPアドレスでユニットをアクセス
２．ユニット名称の確認
３．ユニットの入力接点状態の確認
４．ユニットの出力接点状態の確認
５．ユニットの入力接点を擬似的に操作
６．ユニットの出力接点を強制的に操作
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Web-I/O(E)

Web画面からのアクセスでユニット名称の確認、ユニットの持つ接点情報の確認、ファームウェアバージョ
ンの確認、ユニットのリブート、工場出荷時設定への復帰が可能です。

例：http://192.168.1.90/index.html 例：http://192.168.1.90/server.html 例：http://192.168.1.90/admin.html
ユニット名称、接点情報の確認 ファームウェアバージョン確認 リブート、工場出荷時設定復帰

ユニット名称の確認 接点情報の確認 ファームウェア
バージョン確認

リブート
工場出荷時
設定への復帰

Ｐ１０



Web-I/O(E)

「インストーラ」ソフトからのユニットの検索、ユニットのファームウェアのバージョンアップが可能です。
ファームウェアをバージョンアップしても設定内容は残ります。このためシステム設置後、なんらかの理由
でバージョンアップが必要となった場合も問題なく行えます。

ファームウェアの更新手順
１．「インストーラ」起動
２．「検索」
３．検索結果からユニット選択
４．「実行」＞「オプション」＞「ファームウェアリカバリ」クリック
５．ファームウェア更新画面で更新ファイル名を選択又は入力
６．「更新」クリックで更新

ファームウェアの更新手順
１．「インストーラ」起動
２．「検索」
３．検索結果からユニット選択
４．「実行」＞「オプション」＞「ファームウェアリカバリ」クリック
５．ファームウェア更新画面で更新ファイル名を選択又は入力
６．「更新」クリックで更新
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設定変更やパスワード忘れ等で、パソコンとユニットが接続出来ない状態になった場合、
下記の方法で、工場出荷時の設定に戻すことができます。
１．ユニットのＩＤ番号設定スイッチを「Ｆ」に設定す。(２桁のユニットは右側のSW)
２．ＡＣアダプタ１を接続し、ユニットに５Ｖ電源を供給する。
３．５Ｖ電源供給開始後、３秒以内（この間ユニットのActiveランプが点灯）　
　　ＩＤ番号設定スイッチ、１桁目の「Ｆ」を、「Ｆ」以外に変える。
　　　数秒後にユニットはリブートして出荷時状態に戻ります。

ユニットIDはここ

ユニットの側面
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関数を使うとネットワークを意識することなくプログラミングできます。アクセス対象の
ユニットは基本的にはデバイス番号（機種によってきまる）とユニットID番号（ユニット
側面のロータリスイッチの値）で決めます。IPアドレスでのアクセスも可能です。
アクセス対象のユニットを記述したwebio.iniファイルをあらかじめ作成しておきます。

接点入力

接点出力Web-I/O(E)

Webio.ini

DLLアプリケーション
プログラム

下図は関数一覧です。Initial、Open、Read、Write、Closeだけでプログラムできます。

TCP通信

WEBIO_Initial
WEBIO_BrowseDevice
WEBIO_BrowseDeviceIndex
WEBIO_Open
WEBIO_Close
WEBIO_ReadDIO
WEBIO_MultiReadDIO
WEBIO_MultiDIO
WEBIO_WriteDIO
WEBIO_MultiWriteDIO
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DLLを使わない、あるいはWindows以外のOSでアクセスする場合は、TCPのパケット
通信で直接アクセスします。

接点入力

接点出力Web-I/O(E)

0 0x21

1 0x01

2 0XFF

3-7 0x00

8-15 出力マスク情報

16-24 出力接点情報

0 0xＡ1

1 0x01

2 0XFF

3-7 0x00

0 0x11

1 0x01

2 0XFF

3-7 0x00

0 0x91

1 0x01

2 0XFF

3-7 0x00

8-15 ー

16-24 接点情報

接点出力指令 接点出力指令応答

接点入力指令 接点入力指令応答

TCP通信
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